
講習名

開催日

担当講師

講習概要

到達目標

受講者への

連絡事項

時　限

― 8：30～ 9：00 30

― 9：00～ 9：10 10

1 9：10～10：10 60

2 10：20～11：20 60

3 11：30～12：30 60

― 12：30～13：15 45

4 13：15～14：15 60

5 14：25～15：25 60

試験 15：35～16：35 60

― 16：35～16：45 10 評価書記入、事務連絡

仮想空間を用いた共体験の可能性　～リモート授業への応用～

仮想空間でのコミュニケーション体験

昼食・休憩

ICTを駆使した遠隔授業

　屋外と教室とのライブ中継等の意義とその方法について

ICTを駆使した遠隔授業

　屋外と教室とのライブ中継の体験

筆記試験

特になし

時　　間 内　　容

受付

オリエンテーション

・新聞、雑誌記事、生徒のレポートをPDF化の意義

・PDFをタブレット、ノートPC等で活用

教員免許状更新講習シラバス

【選択】ＩＣＴを活用したアクティブラーニング

令和3年12月25日(土)

飯田　栄治（芸術学部教授）

越田　久文（芸術学部准教授）

①　新聞、雑誌の記事、生徒のレポートをPDF化し、タブレット等を用いて、

　　授業で有効活用するテクニックを体験する。

②　仮想空間でのコミュニケーションを体験する。

③　ＩＣＴを駆使した動画配信機能により、遠隔授業や屋外と教室のライブ中継による

　　授業の構築、運営について体験をとおして理解する。

　近年、教育現場に電子黒板を始め、ICTの活用が盛んに行われている。

　本講座では、特に、ICTのクラウド機能を、初等・中等教育の様々な教科で、ICTを

どのように活用するか、実施方法、その効果や意義について理解すると同時に、実際

に教育現場で活用できることを到達目標とする。


